
  

 

 

 

DNA の変異は細胞のガン化のもととなる。一方、DNA の変異は、体の免疫として働く抗体の多 

 

 

 

首都大学東京とトムスク国立大学（Tomsk State University）は 2015 年 6 月に学術交流協定

を締結しました。合同シンポジウムでは、両大学が立地する東京都とトムスク州に共通する課題に関

する発表や、各大学研究者による先進研究の発表を通じ、今後どのように両大学の連携・交流を進め

ていくか意見交換・議論します。今回のシンポジウムでは、Human Environmental Sciences を

テーマとし、主に都市社会・都市計画、Bio-Climate-Land の分野での研究発表を行います。 

 

【開催概要】 

 日 時： 平成 28 年 5 月 16 日(月)～17 日（火）  

 場 所： 首都大学東京 南大沢キャンパス 国際交流会館 

 主 催： 首都大学東京 TMU-TSU Joint Symposium 実行委員会 

 共 催： トムスク国立大学  

 

詳細については、URL をご参照ください。 URL：http://tmu-rao.jp/information/2275 

※発表はすべて英語です。同時通通訳はございませんのでご了承ください。 

『首都大学東京・トムスク国立大学  

合同シンポジウム 2016』を開催します 

平 成 2 ８ 年 ４ 月 １ ４ 日

公立大学法人首都大学東京



【参考情報】 

2015 年 6 月 10 日、本学の上野淳学長とロシア・トムスク国立大学のガラズィンスキー学長は、東京都庁

にて学生の交流や研究協力に関する協定の調印式を行い、両大学間における国際交流協定が締結されました。 

同日、舛添東京都知事とジバーチキントムスク州知事も、東京都とトムスク州の交流・協力に係る覚書に署

名しており、この覚書においても、“大学間交流”を推進していくことが掲げられています。 

本学とトムスク国立大学は、以前より、トムスク国立大学の出身であるケトフ准教授（理工学研究科）を通

じた交流が行われておりましたが、この度の協定締結を機に、学生の交流や研究協力の更なる促進が期待され

ます。   

 

■首都大学東京・トムスク国立大学 合同シンポジウム 2016 （取材案内） 
取材いただける場合は、5 月１２ 日（木）までに、別紙「取材申込書」に必要事項を記載の上、取材申込先

までお送りください。 

最寄り駅：京王相模原線「南大沢駅」 

※ 門までは徒歩約 5 分、国際交流会館までは徒歩約 1０ 分 

※ 改札口を出て右側にまっすぐ進んでください。 

○取材当日は、午前９ 時 30 分までに、下記地図上の国際交流会館『プレス受付』で手続きをお済ませくださ

い。 

○当日は名刺で社名の確認をさせていただきます。プレス受付で名刺をご提出ください。複数でいらっしゃる

場合は、代表者の方 1 名で結構です。 

○会場では、電源等は準備できません。ご了承、お願い申し上げます。 

○お車でお越しの際は、必ず事前にお知らせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先、取材申込先】 

首都大学東京 URA 室研究支援係 国際支援担当 

TEL:042-677-２７２８  

E-mail:ragroup@jmj.tmu.ac.jp 

国際交流会館 



宛先 首都大学東京 URA 室 

ＴＥＬ 042-677-2728 

ＦＡＸ 042-677-5640 

 

首都大学東京・トムスク国立大学 合同シンポジウム 2016 取材申込書 

貴社名 
 

 

取材予定人数 
 

 

連絡先電話番号

※ 

 

 

担当者氏名※ 
 

報道予定日時等 

 

 

 

 

その他 

 

※ 内容に変更があった場合などに連絡の取れる番号･担当者様氏名を記載してください。 

なお、記載された内容を、当該目的以外に使用することはありません。 

 

 

記載例：当日 18 時からのニュース番組内で使用 18:20 頃放

映予定 


